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研究成果の概要（和文）：本研究の目的はイノベーションをめぐる企業間関係のあり方と構造について実証的に分析す
ることである。具体的には「自動車技術の電動化」という非連続的イノベーションに対して、自動車メーカーとその周
辺産業にあるエレクトロニクスメーカー、二次電池メーカーの開発協業体制を調査し、イノベーションの類型が企業間
関係と「企業能力」に与える影響に焦点を当て、「イノベーション」と「分業」、さらに「企業能力」の三者における
ダイナミックな関係を分析した。

研究成果の概要（英文）：The Purpose of this study is to examine the interorganizational relationship in
the context of innovation. Comparing with previous research to take the boundary of the firm as given, thi
s study focused on how technology innovation impact inter-firm boundaries and how firms shift their resour
ce base on competitive capabilities.    

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： 企業の境界　イノベーション　能力構築

経営学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
企業として何をみずから手がけ、何を外部

の組織に任せるのかという問題は、企業間関

係のマネジメントにおいて考えなければな

らない重要な問題である。特に、複雑な技術

システムを有する製品を開発する場合、完成

品メーカーはこれまで蓄積されてきた経営

資源のみならず、外部の協力パートナーが有

している知識も積極的に利用しなければな

らない。こうした協力関係は企業間における

知識学習を促進し、新しいイノベーションを

引き起こす能力を向上させる効果を持って

いる（Powell et al, 1996）。一方では、企

業間関係に伴うリスクも指摘されている。安

易な分業体制は競争優位や、イノベーション

の喚起に結びつかない可能性があり、むしろ

企業間分業においては知識管理の重要性が

論じられてきた（Fine and Whitney,1998; T

akeishi,2002）。業務分業（task partition

ing）において取引や業務活動の面で外部の

サプライヤーに依存しながらも重要な知識

については内部で蓄積する、いわゆる知識分

業(knowledge partitioning)が競争優位の

維持には重要である(Brusoni and Prencipe,

 2001)  

しかしながら、企業間分業を扱っている

既存研究の多くは企業の境界が所与として

捉えられているため、企業はいかなる状況で

どのように企業間分業のマネジメントに取

り組むのかという問題について、まだ解明さ

れていないところがある。また、イノベーシ

ョンの異なる類型によって、企業間関係のマ

ネジメントおよび企業能力の変遷に対して

ダイナミック的に検討する研究もなくない

状況であった。新規的イノベーションの開発

に直面する際に、企業はどのような経営資源

を自社内にコントロールするのかという問

題は単に取引コストの問題ではなく、ダイナ

ミック・ケイパビリティの観点から議論する

ことが重要である。 

２． 研究の目的 
 

本研究の目的はイノベーションをめぐる

企業間関係のあり方と構造について実証的に

分析することである。具体的には「自動車技

術の電動化」という非連続的イノベーション

に対して、自動車メーカーとその周辺産業に

あるエレクトロニクスメーカー、二次電池メ

ーカーの開発協業体制を調査し、異なったイ

ノベーションの局面が企業間関係のマネジ

メントに与える影響を分析する。この研究分

析を通じて、「イノベーション」と「分業」、

さらに「企業能力」の三者におけるダイナミ

ックな関係を明らかにする。 

 

３．研究の方法  

主に文献サーベイと事例研究の二つから

構成されている。まず、文献サーベイを行い、

企業の境界という古くから議論されてきた

テーマについて、既存研究の現状と問題点を

整理し、本研究に必要な分析枠組みを構築す

るための文献研究を行った。特にイノベーシ

ョンというファクターが企業間関係に与え

る影響を議論する最近の研究に注目し、イノ

ベーションと企業間関係におけるダイナミ

ックな関係を考える上で適用可能な分析枠

組の抽出に焦点を当てた。さらに、文献サー

ベイと同時に、企業開発における企業間マネ

ジメントの実態を把握するための資料調査

を行い、文献サーベイで抽出されてきた論理

的観点と二次資料で得られたデータ等と突

合させながら、分析枠組みの精緻化と実証研

究の妥当性を図るための作業を行った。 

  データ収集は主に産業報告書、コンサル

ティング・レポート、業界技術の専門誌、個

別企業の業績レポートなどを中心に行った。

二次データを収集し、代表産業における技術

トレンドの変化、業界構造（既存企業VS.新規

参入）の変化を分析した 

こうした二次データの活用と同時に、プロ

セス解明の詳細データを収集するために、関



係者を対象に聞き取り調査を行った。新規的

イノベーションに直面する際に、組織内に必

要な知識、技術能力がない場合、既存企業が

どのように組織能力を構築していくのかとい

う問題について、ヒヤリング調査を積み重ね、

事例分析を行った。 

研究活動の国際化という観点から、これま

で構築してきた海外研究者ネットワークを

活用し、研究内容の妥当性を図ってきた。ス

タンフォード大学SDGC研究センターの非常

勤研究員として不定期的に滞在することに

より、スタンフォード大学の研究ネットワー

クを活用し、最先端の研究情報を収集するだ

けではなく、ワークショップやセミナーでの

発表を通じて、アメリカの研究者達と研究ア

イディアに関する意見交換を行った。 

 

３． 研究成果  

①非連続的イノベーションが企業能力と企

業間関係に与える影響を明らかにした。特に、

これまで試されていなかった新規性の高い

技術開発を目指す場合、企業間関係は大きく

変化する。個別の部品技術のみならず、そう

した部品を統合し、一貫性のあるシステムへ

と仕上げていく知識、またそれに対応するた

めの組織ストラクチャーの構築も不可欠で

ある。こうしたなか、既存企業が新規的イノ

ベーションには対応できないことが知られ

ている。他方では、既存企業は実際には非連

続的イノベーションに対応するため、企業能

力を新たに構築していくことも議論されて

いる。本研究では、こうした既存研究の異な

る視点に注目し、既存企業はどのような状況

において、非連続的イノベーションに対応で

きるのかに関する事例分析を行った。まず組

織レベルでは、新規技術に対応できる組織体

制の構築、さらにそれを実現できるリーダシ

ップの存在が必要であることが示されてい

る。イノベーションの非連続性という文脈か

ら企業能力の重要性を考える際に、経営資源

の蓄積という従来のリソースベースト・ビュ

ーがもつ静態的観点ではなく、経営資源の

「探索」活動と「活用」活動を両立できるよ

うな動態的観点が重要であると考察した。  

 

②上記の①の新規企業に対する企業能力、ダ

イナミック・ケイパビリティの構築について、

組織内プロセスに焦点を当て、組織学習及び

組織の認知レベルまで掘り下げて分析を行

った。イノベーションに伴い企業の境界が変

化し、これまで携わっていない技術開発およ

び知識の習得が必要とされてくる。例えば、

電気自動車の開発は漸進的イノベーション

による累積効果とは異なり、非連続的イノベ

ーションとして、「パラダイムシフト」が必

要とされている。自動車メーカーにとってエ

ンジン工学と異なる知識領域をベースとす

る、エレクトロニクス技術の開発が容儀なく

されている。こうした異なる知識ベースにお

ける「知識統合」は、単に組織ストラクチャ

ーの再構築だけではなく、個々人の「知識」

に対する認識バイアスが大きく影響してい

る。最先端の経営学研究では、環境変化に対

する既存企業の認知的枠組み、意思決定にお

けるトップ・マネジメントの注意力

（Attention）といった要素が強調されている

（Ocasio,1997; 2011）。本研究はこうした、新

しいイノベーションに対する「認識コンフリ

クト」の発生及びその克服について分析を行

った。具体的には、自動車メーカーと部品メ

ーカーにおける企業間イノベーションの「進

化過程」に注目しシステム・インテグレータ

としての自動車メーカーはどのように技術

変化の不確実性を認識したのかについて、組

織学習プロセスにおける「認知的枠組み」に

焦点を当て、知識に対する認識バイアスとケ

イパビリティ構築との相互関係が明らかに

なった。 

この研究成果は、DRUID Conference（ヨー

ロッパ・イノベーション学会）において、査



読付きペーパー発表を行い、ユニークな研究

アイディアとして評価を頂いている。また、

組織の認知的枠組みが企業の能力構築に与

える影響について、スタンフォード大学の国

際ワークショップにて発表しており、近隣領

域の研究者からフィードバックを頂いてい

る。 
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